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真空吸着型圧力調整注入工法

国土交通省NETIS、岩手県、東京都、千葉県、横浜市において新技術登録済

特許技術

TH-110002-A

ノズル型圧力調整注入工法

TH-110003-A
※圧力調整注入工法は、日本その他の国で登録された株式会社栄組の特許を使用したひび割れ補修技術です。
※SAPISは、日本その他の国で登録された株式会社栄組の商標です。
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真空吸着型圧力調整注入工法

真空吸着型圧力調整注入工法 使用全機材

真空吸着力＞注入圧力
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ノズル型圧力調整注入工法 使用全機材

ノズル型圧力調整注入工法
特許技術

膨張接着力＞注入圧力
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実績 ひび割れ深さ：230cm
ひび割れ幅 ：0. 2mm
（注入材料によっては0.2mm以下も可）

ひび割れ深さ：10～30cm
ひび割れ幅 ：0.2mm～1mm

細部かつ深部に
まで注入

圧力調整注入工法 低圧低速注入工法
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OMpa⇔低圧⇔中圧⇔高圧
注入圧力を自由に調整しながら注入

ゴム圧､空気圧､バネの力を利用
注入圧力0.4Mpa以下で加圧
材料硬化までゆっくり注入

ひび割れ幅0.2mmより幅の狭い箇所には
あまり注入されず、注入量も少ない

圧力調整注入工法 低圧低速注入工法
50cm×50cmのアクリル板に作成した疑似ひび割れに同じ材料を注入して比較
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実績 有機系注入材、無機系注入材、
含浸剤のすべてを注入可能

ひび割れを塞ぐ材料のみ注入

改質剤

注入材

一つの注入口に１個の注
入プラグを取り付け、１
種類の材料を注入する

バルブを切り換え、一つの
注入口から数種類の材料を
注入することができる

圧力調整注入工法 低圧低速注入工法
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圧力調整注入工法 低圧低速注入工法

施工方法 ：一方向による片押し、一つの
注入機を移動しながら注入

設置間隔 ：20～100cm
接着養生 ：不要
注入量管理：容易かつ正確(計量器)
特長・課題：ひび割れ中の空気を押し出しな

がら注入して補修材料を充填

注入方法 ：多くの注入プラグから、ほぼ同じ
タイミングで注入

設置間隔 ：20～30cm
接着養生 ：必要(注入プラグの接着)

注入量管理：困難かつ煩雑(個々を計量)

特長・課題：ひび割れ中の空気が材料の充填を
妨げる
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ひび割れ1mを補修する場合

ひび割れ50mを補修する場合

注入プラグ5個廃棄

注入プラグ250個廃棄

取り付けた専用注入プラグとプラグ内に
残った注入材は、すべて廃棄物

圧力調整注入工法 低圧低速注入工法



Copyright © SAKAEGUMI Corporation All Rights Reserved.



Copyright © SAKAEGUMI Corporation All Rights Reserved.

工種 種別 測定項目 管理基準値 測定基準 摘要

注入工 施工

２液混合のひび割れ注入材は、配合割合の測定
各混合材の量が規定量の±2％
以内

20ℓに1回

外気温度の測定 最低気温 ５°C 以上 一日１回

注入深さ（注入前の深さ、注入後充填の良否判定） 未充填の有無
50mに１箇所（50m未満は２箇

所）
超音波測定器による直角回
析波法

名称 工種 測定項目 管理基準値 測定基準 測定箇所 摘要

ひび割れ
補修工

注入
工

長さ（m） 設計値以上 全注入箇所測定 ひび割れ注入長さ 躯体表面

注入量 （ℓ） 設計量以上 各注入材料毎の全注入量 各注入材

区分 工種 撮影項目 撮影頻度 提出頻度 摘要

着手前
・完成

着手前 全景または代表部分写真 着手前 １回 着手前 １枚

完成 全景または代表部分写真 施工完了後 １回 施工完了後１枚

施工状況
写真

工事
施工中

全景または代表部分の工事進捗状況 月１回（月末） 不要

施工中の写真
工種、種別ごとに施工手順及び諸基準に従い施工していることが確
認できるように適宜

適宜

使用
材料

使用材料（１
現場単位）

使用材料 各品目毎に１回（使用前） 不要 品質証明に添付
使用材料の受入量 各品目受入毎に全量確認できるように１回（使用前）

各１枚
使用材料の残量（空袋） 品目毎に全量確認できるように１回（施工後）

品質
管理
写真

注入工

超微粒子ｾﾒﾝﾄ系ひび割れ注入材配合割
合の確認

配合仕上り量20ℓに1回（施工中） 各１枚

注入圧力
50ｍ未満：2箇所(施工中)

各１枚
50ｍ以上：ひび割れ長さ50ｍ毎に1回（施工中）

外気温度 注入施工日毎 １回 各１枚

注入深さ 50mに1箇所(50m未満2箇所) 各１枚 要望がある場合

出来形
管理
写真

注入工

ひび割れ長さ（施工前、施工後）
50ｍ未満：2箇所

各１枚
50ｍ以上：ひび割れ長さ50ｍ毎に1回

ひび割れ幅の代表値（施工前）
50ｍ未満：2箇所

各１枚
50ｍ以上：ひび割れ長さ20ｍ毎に1回

圧力調整注入工法は、施工管理基準値（品質管理基準・出来形管理基準・写真管理基準）を
設定し、ひび割れ注入の施工管理を行います。

写真管理基準

品質管理基準

出来形管理基準
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ひび割れの深さを測定補修前

補修中 ひび割れへの注入状況を確認

補修後 ひび割れの閉塞を確認

超音波測定器による補修評価
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コンクリート構造物の状況を再現
＝「鉄筋あり・周囲の拘束あり」（緑色）

0.00MPa～5.02MPaの注入圧力において
変位量0mm

⇒当工法による注入(圧力域0～5MPa)が
ひび割れを広げる可能性はない

（岩手大学との共同研究より）
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ひび割れの深さを測定補修前

補修中 ひび割れへの注入状況を確認

補修後 ひび割れの閉塞を確認

超音波測定器による補修評価
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項目 株式会社栄組 圧力調整注入工法 国内の主要な工法 ※コニシ社工法、Sika社工法

技術区分 圧力調整型（低圧 ⇔ 中圧 ⇔ 高圧） 低圧

補修目的 ひび割れ注入（外壁タイル浮き接着、漏水止水も可） ひび割れ注入のみ（浮き・止水は別）

補修材料、装置・器具
有機質系（エポキシ系、アクリル系、ウレタン系）、無機質系（セメ
ント系）、含浸材のすべてが使用可能

材料に応じて装置器具を選択、エポキシ系、アクリル系、セメント系

補修目的 ひび割れ補修、浮き補修、漏水の止水 ひび割れ補修

補修方法 複数材料の連続注入可能 単一材料の注入

ひび割れ幅 5mm～0.2mm（注入材料によっては0.2mm以下も対応可） 1mm～0.2mm

ひび割れ深さ 2300mm～0mm 300mm～0mm

歩掛 独自（研究会）の標準歩掛 国交省歩掛

施工管理基準 独自に詳細な基準（品質・出来形・写真管理基準）を設定 特になし

注入評価 ひび割れ閉塞を深部から表面まで確認（超音波測定器） 実施しない

注入装置の取付方法
コンクリートに真空吸着(真空吸着型)、孔内部でゴムを膨張(ノズル
型)、簡易に脱着可
（真空吸着型でエポキシ注入時は専用座金使用、接着跡小さい）

接着剤を使用、硬化まで養生が必要で、接着跡が残るため美観が悪い

注入口間隔 20cm～100cm 20cm～25cm

廃棄物発生 なし 注入プラグ、プラグ内材料残渣

規制・安全等 装置器具は無、材料はMSDSで確認 装置器具は無、材料はMSDSで確認

メリット・デメリット 作業者の技量が品質に影響を与える（ゆえに技能者認定制度を採用）
作業者の技量が品質に影響することは少ないが、施工困難な場合があ
る
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圧力調整注入技術の適用フロー
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技術提携企業
33社
27都道府県

施工実績
31都道府県

圧力調整注入工法SAPISの広がり

2020.7

圧力調整注入工法 公共 民間 合計

真空吸着型圧力調整注入工法 211 34 245

ノズル型圧力調整注入工法 93 21 114

合 計 304  55 359  

池間大橋, 沖縄県
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SAPISの実績

施工ビデオ


